
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年３月１０日                 全国一般神奈川                    第３１０（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
３
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

●
３
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

●
３
月
１
３
日 

１
１
時 

ビ
ス
テ
オ
ン
本
社
前
～ 

神
奈
川
春
闘
共
同
行
動 

●
３
月
１
５
日 

 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
３
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

●
３
月
１
５
日 

１
３
時 

上
野
水
上
音
楽
堂
横
広
場 

マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ
２
０
２
６ 

●
３
月
１
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
担
当
者
会
議 

 

●
３
月
１
７
日 

１
８
時
３
０
分 

砂
子
局 

 

川
崎
京
町
郵
便
局
団
交 

 

●
３
月
１
９
日 

１
３
時 

会
社 

 

日
比
谷
花
壇
団
交 

●
３
月
１
９
日 

 

１
３
時
３
０
分 

オ
ン
ラ
イ
ン 

ビ
ス
テ
オ
ン
第
１
４
回
期
日 

●
３
月
２
２
日 

１
０
時 

・ 

１
１
時 

事
務
所 

Ｐ
Ｆ
Ｔ
会
議 

・ 

郵
政
対
策
会
議 

●
３
月
２
２
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
６
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
３
月
２
３
日 

 

１
８
時 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

労
働
セ
ミ
ナ
ー 

 

●
３
月
２
５
日 

 

１
０
時 

県
労
委
（
Ｌ
プ
ラ
ザ
） 

誠
知
ク
リ
ニ
ッ
ク
第
１
回
調
査
期
日 

●
３
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
３
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

●
３
月
２
９
日 

１
０
時
３
０
分 

本
厚
木 

春
の
お
花
見
会 

組
合
レ
ク 

●
３
月
３
０
日 

１
３
時
３
０
分 

中
労
委
６
０
３ 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
中
労
委
労
第
２
回
調
査 

  

中
小
・
非
正
規
労
働
者
の
生
活

は
、
収
束
の
見
え
な
い
物
価
高
、

そ
れ
を
下
回
る
わ
ず
か
な
賃
上

げ
と
い
う
実
質
賃
金
低
下
の
状

況
に
直
面
し
、ま
す
ま
す
困
窮
し

続
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
大
企
業
や
一
部
の
特
定
業
種

の
大
幅
賃
上
げ
、
バ
ブ
ル
と
も
い

え
る
よ
う
な
株
価
高
騰
に
よ
っ

て
格
差
社
会
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
２
月
末
の
ア
メ
リ
カ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
武
力

攻
撃
に
よ
り
、中
東
地
域
の
不
安

定
化
と
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
が

懸
念
さ
れ
、
原
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格

の
高
騰
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
物
価

高
を
吸
収
で
き
る
賃
上
げ
な
し

に
私
た
ち
の
生
活
は
守
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
全
国
加
重
平
均
が
１

０
０
０
円
を
超
え
た
昨
年
の
全

国
の
最
賃
審
議
会
の
結
果
を
踏

ま
え
、
石
破
前
政
権
が
掲
げ
た
２

０
２
０
年
代
に
全
国
ど
こ
で
も

１
５
０
０
円
と
い
う
約
束
さ
え
、

高
市
政
権
は
反
故
に
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。命

と
生
活
を
守
る
労
働
組
合
の
存

在
意
義
と
し
て
、
春
闘
に
全
力
で

取
り
組
み
、
春
闘
を
地
域
に
広
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

す
べ
て
の
職
場
で
要
求
書
を
出

し
て
交
渉
に
の
ぞ
も
う 

労
働
分
配
率
の
低
下
と
そ
の

結
果
と
し
て
の
実
質
賃
金
の
低

下
は
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
下

が
り
続
け
、
労
働
者
が
対
等
な
立

場
で
使
用
者
と
対
峙
し
て
交
渉

す
る
場
自
体
が
消
失
し
て
き
た

結
果
と
も
い
え
ま
す
。
私
た
ち
全

国
一
般
神
奈
川
で
も
す
べ
て
の

職
場
で
春
闘
要
求
書
の
提
出
、交

渉
が
実
現
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
闘
学
習
会

で
の
事
例
を
活
用
し
て
要
求
䢣

交
渉
䢣
妥
結
（
協
定
）
と
い
う
労

使
関
係
を
一
歩
ず
つ
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

す
。
要
求
な
く
し
て
交
渉
な
し
、

交
渉
な
く
し
て
成
果
な
し
、
結
果

と
し
て
労
使
関
係
の
定
着
は
図

れ
ま
せ
ん
。 

 

統
一
要
求
基
準
を
活
用
し
職
場
状

況
に
対
応
し
た
交
渉
を
目
指
そ
う 

各
業
種
で
新
卒
採
用
者
の
初
任

給
の
高
額
設
定
な
ど
、
少
子
化
に

よ
る
八
掛
け
社
会
を
見
据
え
た
人

材
確
保
競
争
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
主
要

先
進
国
の
中
で
格
差
が
相
対
的
に

大
き
く
か
つ
拡
大
し
て
い
る
日
本

社
会
に
お
い
て
は
、
特
に
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
現
場
が
低
賃
金
だ

け
で
な
く
慢
性
的
な
人
員
不
足
に

よ
る
過
酷
な
労
働
環
境
に
直
面
し

て
い
ま
す
。 

 
 

全
国
協
の
統
一
要
求
基
準
で
あ

る
「
基
本
給
月
給
２
万
６
千
円
の

２
月
２
２
日
の
支
部
代
終
了

後
、
Ｌ
プ
ラ
ザ
で
全
国
一
般
神
奈

川
の
２
６
春
闘
学
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。 

全
国
一
般
神
奈
川
で
春
闘
を
取

り
組
む
２
支
部
、
１
分
会
、
５
つ

の
職
場
か
ら
、
要
求
書
の
内
容
や

こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
緯
、
２
６
春

闘
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
、
共
有
を
行
っ
た
。
事

業
内
容
や
形
態
、
職
種
は
そ
れ
ぞ

れ
違
い
、
要
求
に
も
違
い
は
あ
る

が
、
自
分
た
ち
の
労
働
条
件
や
職

場
環
境
の
改
善
を
使
用
者
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
労
使
対
等
の
原

則
に
基
づ
き
、
働
く
者
の
要
求
と

交
渉
に
よ
っ
て
決
め
て
い
く
と
い

う
取
り
組
み
の
姿
勢
は
同
じ
だ
。 

「
春
闘
」
は
、
個
別
企
業
・
事

業
体
の
取
組
み
を
横
に
つ
な
げ
て

連
帯
し
、
働
く
者
の
権
利
向
上
を

め
ざ
す
社
会
的
運
動
だ
。
今
回
共

有
し
た
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
闘

い
を
進
め
よ
う
！ 

（
書
記
局
） 

組
織
内
学
習
会
で
春
闘
の
取
り
組
み
を
共
有 

賃
上
げ
、
時
給
換
算
１
５
０
０
円

以
上
」
は
、
８
時
間
働
け
ば
生
活

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
賃
金
、

ま
た
企
業
の
規
模
間
や
雇
用
形
態

に
よ
る
賃
金
格
差
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
。
統
一
要
求
宇
基
準
を
交

渉
に
生
か
し
な
が
ら
も
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
以
外
の
各
種
手
当
、
介
護

や
育
児
休
業
に
か
か
わ
る
独
自
休

業
補
償
、職
場
内
賃
金
格
差
な
ど
、

各
職
場
の
状
況
に
あ
っ
た
交
渉
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
毎

年
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
次
年

度
以
降
の
交
渉
に
生
き
る
と
同
時

に
職
場
に
組
合
を
根
付
か
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
団
結
し
て

と
も
に
春
闘
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。 

 
 
 
 
 

（
八
木
） 

 

26 春闘で物価高を上回る賃上げを獲得しよう 
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２０２６年３月１０日                 全国一般神奈川                    第３１０号（２） 

２
月
２
８
日
に
日
吉
台
地

下
壕
保
存
の
会
が
行
う
見
学

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

今
は
若
者
で
に
ぎ
わ
う
日

吉
は
先
の
大
戦
中
は
軍
都
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と

や
、
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地

下
壕
が
５
㎞
に
渡
っ
て
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
は
意
外
に
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
戦
後
４
０
年
間
、
本
格

的
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
１
９
８

９
年
に
保
存
の
会
が
発
足

し
、
調
査
・
研
究
や
保
存
や
、

戦
争
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え

る
見
学
会
を
開
き
、
今
で
は

児
童
・
生
徒
の
見
学
も
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
沖

日吉台地下壕で 
戦争を嫌悪する 
～県共闘平和学習～ 

縄
の
海
軍
司
令
壕
を
平
和
行

進
の
と
き
に
見
学
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

海
軍
が
内
陸
に
地
下
壕
を
掘

ら
ざ
る
を
得
な
い
段
階
で
、

状
況
は
絶
望
的
で
す
。
敗
戦

の
１
年
前
に
建
設
が
始
ま
っ

た
日
吉
の
通
信
室
で
受
信
し

た
電
文
は
、
窮
地
に
追
い
込

ま
れ
て
始
め
た
無
謀
な
特
攻

の
飛
行
機
か
ら
の
最
後
の
モ

ー
ル
ス
信
号
、
戦
艦
大
和
の

沈
没
の
様
子
な
ど
悲
惨
な
も

の
ば
か
り
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
さ
に
そ
の
場
所
で
当

時
の
状
況
を
聞
く
と
、
本
当

に
戦
争
は
愚
か
な
行
為
だ
と

痛
感
し
ま
す
。
戦
争
経
験
者

が
減
少
す
る
中
、
日
吉
地
下

壕
を
「
平
和
の
史
跡
」
と
し

て
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
こ

う
と
す
る
保
存
会
の
活
動
を

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 平

和
の
尊
さ
を
噛
み
し
め

な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
矢

先
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ラ
ン
に
国
連
憲
章
、

国
際
法
を
無
視
し
て
先
制
攻

撃
し
た
と
ニ
ュ
ー
ス
を
知

り
、
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
権
力
者
の
身
勝
手
で
被

害
を
受
け
る
の
は
い
つ
も
市

民
や
労
働
者
で
す
。
こ
こ
は

落
ち
込
む
こ
と
な
く
、
私
た

ち
も
軍
拡
が
何
の
解
決
に
も

な
ら
な
い
こ
と
を
組
合
内
外

に
強
く
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 

       

（
清
水
） 

全国一般神奈川 レクリエーション企画 

れ春のお花見会のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

＊今年は場所を変え、相模川・中津川・小鮎川が同時に

合流している場所にある河川敷でお花見を行います。 

日時  2026 年３月 29 日（日） １０：３０～１５：００位 

場所  相模川三川合流地点河川敷（写真） 

（小田急線「本厚木」駅 徒歩１７分） 

会費  無料 

※組合で多少の飲物とおつまみ類は用意いたします。現地の会
場に行くまでにイオンやＯＫストア、コンビニがありますので
各自でお好きな物をご購入下さい。 

※小田急線本厚木駅 東口改札前 １０：００に集合！ 
連絡先：瀧山 携帯 ０８０－１１９９－０２３３ 

  

 

福
島
原
発
事
故
か
ら
１
５
年

を
迎
え
３
月
７
日
代
々
木
公
園

で
、
と
め
よ
う
原
発
！ 

全
国
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
８
５
０
０
名
の
労
働
者
市

民
が
結
集
し
、
原
発
再
稼
働
を

許
さ
ず
、
全
て
の
原
発
の
廃
止

を
実
現
し
よ
う
と
決
意
を
新
た

に
確
認
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
『
さ
よ
う
な
ら
原

発
』
一
千
万
署
名 

市
民
の
会
」

呼
び
か
け
人
・
鎌
田
氏
か
ら
「
高

市
政
権
は
施
政
方
針
演
説
で
１

５
年
前
の
福
島
原
発
の
事
故
へ

の
反
省
も
な
く
原
発
の
再
稼
働

を
加
速
す
る
と
宣
言
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
再
稼
働
を

許
さ
な
い
運
動
を
拡
大
し

ま
し
ょ
う
。」
と
の
挨
拶
が

さ
れ
、
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ

で
の
盛
岡
大
学
学
長
／
原

子
力
資
料
情
報
室
理
事
・

長
谷
川
公
一
氏
か
ら
は

「
福
島
原
発
事
故
は
人
災

で
す
。
東
電
と
政
府
が
引

き
起
こ
し
た
犯
罪
で
す
。

２
０
２
２
年
６
・
１
７
福

島
原
発
事
故
訴
訟
の
国
の

責
任
は
認
め
な
い
と
の
最

高
裁
判
決
以
降
自
民
党
政

権
は
原
発
再
稼
働
進
め
、

新
規
建
設
を
も
も
く
ろ
ん

で
き
た
、
今
や
再
び
原
発

事
故
が
起
き
る
リ
ス
ク
は

少
な
く
な
い
。
事
故
か
ら

１
５
年
福
島
を
忘
れ
な
い

こ
と
は
平
和
と
安
全
・
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で

す
。」
と
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
福
島

県
は
じ
め
全
国
で
反
原
発

運
動
を
闘
う
仲
間
か
ら
の

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し

た
。
集
会
後
、
原
宿
、
渋

谷
の
２
コ
ー
ス
へ
向
け
た

パ
レ
ー
ド
を
行
い
市
民
へ

原
発
反
対
を
訴
え
ま
し

た
。 

 
 

（
河
野
） 

と
め
よ
う
原
発
！ 

３
・
７
全
国
集
会
１ 

さ
よ
う
な
ら
原
発 

誠知クリニック 労働委員会申し立て 
第１回調査期日：３月２５日 10 時～ 
不誠実な団交を許さない！応援よろしくお願いします 

日吉台地下壕で 
戦争を嫌悪する 
～県共闘平和学習～ 


